
2025.6.29.三位一体後第二主日礼拝（YRCC） 

 聖書箇所:創世記5章21~24節 
「エノクは神とともに歩んだ」 

【1】 アダムの歴史の記録 
・神に創造され祝福されたアダムとエバ（創世記 5:2） 
 
・善悪の知識の木の実を食べ神に背く道を選んだアダム（3:6‒8） 
 
・すべての人は死すべき存在へ（創世記 3:19；ローマ 5:12） 
 
・誰もが死を迎えることを物語る創世記５章の「生まれ」「生み」「死ぬ」の繰返し 
 

【2】 エノクは神とともに歩んだ 
・例外的な人物エノク 

 
・神とともに歩んだエノク 

―メトシェラを生んでからの 300 年間 
―日常生活の中で持ち続けた神との親密な関係 

 
・神とともに歩むとは？ 

  ―人々と歩調を合わせることではない(創世記 6:5) 
  ―悪に傾く時代の中で神に喜ばれることを見分ける(創世記 6:9; ﾛｰﾏ 12:2) 
 

・取られた…いなくなった 
―通常の死を経験しなかったエノク 
―ヘブル人への手紙「信仰によって、エノクは死を見ることがないように移されま
した。神が彼を移されたので、いなくなりました…」(ﾍﾌﾞﾙ 11:5) 
―旧約の預言者エリヤの場合「今日、主があなたの主人をあなたから取り上げられ
ることを知っていますか…」（Ⅱ列王記 2:3 以下）。 

 
▷「アダムの歴史の記録」は「生まれ」、「生み」、「死ぬ」でした。その中にあって、エノ
クは「神とともに歩む」人生を全うしたのです。 
 
【3】 神が私たちに求めておられること 

・神とともに歩むもう 
「主はあなたに告げられた。人よ、何が良いことなのか、主があなたに何を求めて
おられるのかを。それは、ただ公正を行い、誠実を愛し、へりくだって、あなたの
神とともに歩むことではないか。」(ﾐｶ 6:8) 

 
▷私たちも、天にある故郷を目指して、この地上の旅路を、神とと
もに歩みましょう。 
 
 


